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衝撃荷重により損傷を受けたＰＣ梁の残存せん断耐力に及ぼすせん断スパン比の影響 
 

防衛大学校   学生会員 塩野谷 昇             
 防衛大学校    正会員 山本 佳士，黒田 一郎，古屋 信明 

             日本サミコン（株）正会員 中村 佐智夫            
１．はじめに 

 山岳地帯や傾斜地で発生する落石災害から道路や鉄道を防護するために使用されている防護工の中で，最も

効果的で信頼性の高い構造物の一つにロックシェッドがある．RC 製，PC 製ロックシェッドの梁部材は，通常

の梁部材と同様に脆性破壊を防止して十分に変形させた後に破壊させるべく，曲げ破壊がせん断破壊に先行す

るよう設計されているが，衝撃荷重を受ける PC 梁のせん断破壊挙動については未解明の部分が大きく，この

問題についての研究は多くない．そこで本研究は，せん断スパン比およびプレストレス量が，衝撃荷重を受け

る PC 梁の破壊挙動に与える影響を把握することを目的とし，重錘落下衝撃実験とその衝撃によって損傷を生

じた梁の静的載荷実験を行ない，衝撃を受けていない新品梁の静的載荷実験結果との比較から，衝撃荷重作用

後の残存耐荷能力について検討したものである． 

２．実験概要 

使用した PC 梁供試体は，せん断スパン比 SR=1.5，3.0 の 2 種類とした（図-1～図-3）．はじめに、重錘落下

衝撃実験（図-4）を行い、その後、損傷を受けた PC 梁供試体に残存する耐荷能力を把握するために，静的載

荷実験を行った．重錘落下衝撃実験は，質量 0.3t の重錘を所定の高さから 1 回だけ落下させる単一落下方式

で行い，載荷点荷重をロードセルで，載荷点下縁の鉛直方向変位をレーザー式変位計により計測した．静的載

荷実験では，重錘落下衝撃実験と同じ位置・支承関係で静的に載荷して，衝撃載荷実験と同じ項目を測定した． 

３．実験結果 

図-５に，重錘落下衝撃実験時の残留変位と重錘落下高さ

の関係を示す．プレストレスを導入した NS－P シリーズに比

べて，導入していない NS－NP シリーズは，より小さな落下

高さで大きな残留変位を示している．ここで NS とは，今回

の供試体のせん断スパンにスターラップを配置していない

ことを示している． 

図-６～図-９に，落下高さと残存せん断耐力（衝撃後の静

的載荷時に計測された最大荷重から算出したせん断力）の関

係について示す．すべての供試体において落下高さがある一

定の限度を超えると，せん断耐力が急激に小さくなる傾向を

示している． 

せん断スパン比 1.5 においてプレストレス導入の有無の 

キーワード PC 梁 衝撃 せん断 残存耐荷能力 せん断スパン比 

連絡先 〒239-8686 神奈川県横須賀市走水 1－10－20 防衛大学校建設環境工学科 ＴＥＬ046-841-3810 
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図－4 重錘落下衝撃実験の要領 
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図－8 残存せん断耐力に及ぼすせん断スパン比 

の影響(NS－P供試体) 
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図－9 残存せん断耐力に及ぼすせん断スパン比 

の影響(NS－NP供試体) 
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図－6 残存せん断耐力に及ぼすプレストレスの効

果(せん断スパン比 1.5) 
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図－7 残存せん断耐力に及ぼすプレストレスの効

果(せん断スパン比 3.0) 

 

影響を考察すると，NS-P シリーズの残存せん断耐力は，落下高さ 0m 時の値(衝撃載荷を受けていない新品

梁の静的せん断耐力)にほぼ近い値を落下高さ 1m まで維持しているが，落下高さ 1.1m では著しく低下してい

る．一方，NS-NP シリーズの残存せん断耐力が低下する落下高さは 0.7m であり，プレストレスの有無による

違いが明確である．同様の差異は，せん断スパン比 3.0 でも認められる． 

NS-P シリーズに対してせん断スパン比の違いによる影響を比較すると，SR1.5 の方が静的実験におけるせん

断耐力は大きいが，衝撃後の静的載荷では SR3.0 の方が大きな落下高さに至ってもほぼ同等の静的残存せん断

耐力を保っていた．この差異が生じた原因としては，スターラップがない場合，せん断スパン比が小さいとデ

ィープビーム効果によって静的耐力は大きいが，ある程度以上の落下高さからの重錘衝撃力を受けた時にはコ

ンクリートにひび割れが入って，急激に残存せん断耐力を失うのに対し，せん断スパン比が大きくなると，梁

の剛性が相対的に小さいため，大きな変形能力を持つことで梁のエネルギー吸収能力が高まったためであると

考えられる． 

４．結論 

衝撃後の梁の残存せん断耐力は，ある限界の落下高さ

までは衝撃を受けていない梁の静的せん断力と同等の値

を維持しているが，ある限界落下高さを超えると一気に

低下する．プレストレスがある場合では，せん断スパン

比が小さな時に低下する度合が顕著であり，せん断スパ

ン比が大きな時には，新品梁と同等の耐力を大きな落下

高さまで維持している． 
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